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カフェの名称 活動日程問い合わせ先 開催日

Café de 
のじぎく

特別養護老人ホーム のじぎくの里
Tel 079-247-9200

8月  7日（水）
9月  4日（水）

月1回 第1水曜日
13：00～15：00

かしま～ず
カフェ

鹿島の郷
Tel 079-446-4166

8月18日（日）
※お盆の為
9月  8日（日）

月１回 第2日曜日
10：00～12：00

めぐみカフェ
特別養護老人ホーム めぐみ苑
Tel 079-449-0111

8月21日（水）
9月18日（水）

月１回 第3水曜日
10：00～12：00

心まちカフェ
小規模多機能ホーム 心まち
Tel 079-431-0361

8月23日（金）
9月27日（金）

月１回 第4金曜日
13：30～15：30
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〒676－0023 高砂市高砂町松波町440－35　高砂市ユーアイ福祉交流センター（ユーアイ帆っとセンター）内
電話 （代表）　FAX ホームページ http://www.takasago-syakyo.or.jp/

認証認知症カフェ認証認知症カフェ

耳より耳より
ホットラインホットライン

P2…「緑綬褒章」受章おめでとうございます！　P4～9…あなたのまちの福祉委員   P11…第三弾！ 川柳大募集！！

認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉などの専門家など、
認知症状のある方だけでなく、誰でも、気軽に集える場所です。
介護ストレスの軽減の場だけではなく、新たな出会い、
地域とのつながりの場です。気楽な気持ちで、一度訪れてみてください！！

認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉などの専門家など、
認知症状のある方だけでなく、誰でも、気軽に集える場所です。
介護ストレスの軽減の場だけではなく、新たな出会い、
地域とのつながりの場です。気楽な気持ちで、一度訪れてみてください！！

日　時：8月20日（火）13：30～15：00
場　所：高砂市文化保健センター 1階 健康教育室
内　容：口腔ケアについての研修会
講　師：歯科衛生士 竹内 雅子 氏

認知症の人を
ささえる家族の会
認知症の人を
ささえる家族の会「いるかの会」「いるかの会」

～お気軽にご参加ください～

申込み・問合せ先
高砂市社会福祉協議会 ☎４４4‒３020

若年性認知症と
ともに歩む
若年性認知症と
ともに歩む 「子いるかの会」「子いるかの会」

高砂市支え合う
介護者の会
高砂市支え合う
介護者の会 「すずらんの会」「すずらんの会」

この機関誌は共同募金配分金により発行していますこの機関誌は共同募金配分金により発行しています

同じ立場の
家族同士で
話ができる。

コーヒーを
飲みながら、
気軽に専門職に
相談ができる。

認証認知症カフェ 市民の声

☆カフェのボランティアも募集中です☆　問合せ先 高砂市地域包括支援センター　TEL443-3723

認知症の夫と
一緒に行ける場所が

あるという
安心感がある。

毎月
カフェの日を
楽しみに
待っている。

相談のみも
可能！

相談のみも
可能！～「もの忘れ」気になりませんか?～～「もの忘れ」気になりませんか?～

あたまの健康チェックあたまの健康チェック

申込み・問合せ先
高砂市地域包括支援センター　 ☎４４３‒３７２３

もの忘れが気になる方、
ご家族の認知症の相談もお受けします。
お気軽にお越しください。
日　時：9月17日（火）
　　　　①10時②11時③13時④14時⑤15時
　　　  （８月の実施はありません）
場　所：高砂市ユーアイ福祉交流センター1階 相談室1
人　数：各時間１名
費　用：無　料
対　象：高砂市内在住の65歳以上の方
実施方法：対話形式で、簡単な質問に答えていただ
 　きます。（30分～1時間程度）
申込方法：電話又は来所にて予約が必要です。

にこにこ
ポイント
対象事業

日　時：9月5日(木)、12日(木) 10：00～12：00
場　所：ユーアイ福祉交流センター2階 登録団体連絡室
人　数：各10人

申込み・問合せ先
ボランティア活動センター　

☎ 442-4047 FAX

申込み・問合せ先
ボランティア活動センター　 ☎ 442-4047

443-0505

ボランティアグループの活動に1日参加して、
その面白さ、楽しさを体験してみませんか。

要支援の高齢者の外出を支援するため、社協の車を利用して自宅から目的地まで送迎する
「移送サービス」事業の運転ボランティアを募集します。

にこにこ
ポイント
対象事業

① 布えほん なかよし
布のおもちゃづくりの活動をします

①満75歳以下で、運転歴が概ね10年以上あり、
　過去3年間で運転免許停止処分を受けていない方
②支え合い活動である高齢者の外出支援に関心のある方

【運転ボランティアの要件】
利用者の自宅から目的地まで、社協の車を
運転し送迎する活動（※介助はありません）

【活動内容】

① 8：30～12：30 ② 12：30～17：00【活動時間帯】

日　時：9月17日(火) 9：00～10：30
場　所：すみれ公園（高砂郵便局の裏）
持ち物：手袋、三角ホー、移植ゴテなど

② NPO法人花と緑のまちづくり高砂
公園の植栽活動をします

運転ボランティア募集（月1回からの活動でも可）運転ボランティア募集（月1回からの活動でも可）

高砂市認証認知症カフェとは？高砂市認証認知症カフェとは？
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「緑綬褒章」受章おめでとうございます！
　令和元年5月30日、益田美智恵さん（高砂町）が春の褒章「緑綬褒章」を受章されました。益田さ
んは個人ボランティアとして、40年以上にわたり障がい者支援や市民病院のボランティア活動に
携わってこられましたが、このたび、その功績が認められての受章となりました。

　令和元年5月30日、益田美智恵さん（高砂町）が春の褒章「緑綬褒章」を受章されました。益田さ
んは個人ボランティアとして、40年以上にわたり障がい者支援や市民病院のボランティア活動に
携わってこられましたが、このたび、その功績が認められての受章となりました。

Ｑ.ボランティアを始めたきっかけは？
Ａ.長男の「あすなろ学園」通園を機に昭和50年に
ボランティア活動と出会いました。

Ｑ.どのような活動だったのですか？
Ａ.園生の外出介助や作業のサポートをさせてい
ただきました。

Ｑ.高砂ボランティア連絡会の発足にも貢献され
たとお聞きしました。

Ａ.昭和55年当時、個々に活動していた団体に呼
び掛けて市内のボランティアの連携を深め、ボ
ランティア活動の発展と向上を図ることを目的
に発足に携わりました。

Ｑ.40年以上続けてこられた活動について教え
てください。

Ａ.昭和50年10月から前述の「あすなろ学園」で
の活動をきっかけに、知的・身体・視覚障がい者
の外出介助や趣味活動のサポートを行ってい
ます。昭和61年からは視覚障がい者の「編み物
クラブ」のサポートを。平成12年からは老人保
健施設での外出介助なども行ってきました。

Ｑ.他に心に残った支援はありますか？
Ａ.平成2年～平成15年までの難病の方の生活支
援を行いました。その方の母親代わりと言うと
語弊があるかもしれませんが、頼まれたことは
全て「はい！」でさせていただきました。

Ｑ.市民病院でもいろいろなボランティアをされてい
るとお聞きしたのですが。

Ａ.平成12年にボランティア
仲間に誘われ「清拭タオ
ル」の作成ボランティア
を、平成25年からはグリ
ーンボランティアも行っ
ていました。

　受章の連絡をいただいた時は、「何で私？」と大
変驚きました。ただ、できることをコツコツやって
きただけなので…。
　ここまで続けてこられたのは、まず何より主人
の理解と協力があったからこそだと感謝してい
ます。そして家族の応援があったからだと思って
います。
　もう一つは、長男に知的障がいがあり、家族の中
では特別なことではなく、「できないことはできる
者がするのが当たり前」という意識で生活してき
ました。だから私が他の活動で対応できない時に
は、自然に息子や娘が難病の方の支援に関わって
くれていました。
　このたびの受章は、家族をはじめ、ボランティア
仲間や関係者、視覚障がい者、私が出会った多くの
方々を代表しての受章と思っております。
　心から、皆さまに感謝をお伝えしたいです。

これからも・・・
　皇居での拝謁においては、受賞者全員を代表しお礼の言上申しあ
げ、天皇陛下より「長い間ボランティア活動をされてこられたのです
ね。これからもお体に気をつけて益々頑張ってください」とのお言葉
をいただきました。このお言葉を励みに健康に留意し、人と人とのつ
ながりを大切にしながら、これからもできることを続けていきたいと
思っています。

▲ご主人と自宅にて 頭上の額は賞状と褒章

視覚障がい者のサポート

緑綬褒章を受章された感想を
お聞かせください

高砂市民病院の活動

各地域では、「ふれあいいきいきサロン」や見守りが必要な方への「ゆうあい訪問活動」等が福祉委員や民生委員・
児童委員の創意工夫により、活発に行われています。今回は、4月～6月に開催された活動の一部をご紹介します～

小地域福祉活動 写真展小地域福祉活動 写真展

　 紙面の都合上、一部の活動のみ掲載しています。この他にも、活動されている地区が
たくさんあります。ぜひ、お近くのいきいきサロン等へご参加ください。

◆高砂町
　第2福祉部会（6月16日）
お喋りをしながら食事を頂いた後、Ｄ
ＶＤ鑑賞やビンゴゲームで盛り上がる

◆高砂町
　第5福祉部会（5月25日）
ビンゴゲームで盛り上がった後、お茶
菓子を頂きながらカラオケを楽しむ

◆高砂町
　第6福祉部会（5月16日）
ペタンクやビンゴゲームなどを楽し
み、参加者どうし親睦を深める

◆荒井町
　蓮池福祉部会（6月15日）
三世代で焼きそばを頂き、不参加の高齢
者には子供と一緒にゆうあい訪問を行う

◆荒井町
　東本町福祉部会（4月7日）
満開の桜の下、お花見会を開催、三
世代でビンゴゲームなどを楽しむ

◆荒井町
　若宮福祉部会（5月19日）
講師をお招きし、お喋りを楽しみなが
らフェルト生地でメガネケースを作成

◆伊保町
　今市福祉部会（5月18日）
折り紙教室を開催、令和にちなんだ
おめでたい折り鶴を作成

◆春日野町
　春日野団地福祉部会（5月8日）
モーニングを頂き、ハーバリウムを作
成後、日本茶とお菓子で談笑

◆米田町
　島福祉部会（5月10日）
こいのぼりやせいくらべ等を合唱後、か
しわ餅を頂き、楽しいひとときを過ごす

◆阿弥陀町
　北池福祉部会（4月20日）
頭の運動として旗上げ体操を行なっ
た後、カラオケで盛り上がる

◆北浜町
　西浜福祉部会（6月8日）
頭の体操やストレッチ、シルバー川柳で笑った
後、モーニングを頂きながらお喋りを楽しむ

◆北浜町
　牛谷福祉部会（5月16日）
コーヒーを頂きながら「南海トラフ巨大地
震」のビデオを鑑賞し、防災意識を高める
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荒井町福祉推進委員会 委員長 福　本　隆　文　98名（男性34名 女性64名） ※敬称略・順不同

高砂町福祉推進委員会 委員長 益　田　洋　二　164名（男性69名　女性95名）※敬称略・順不同

あなたのまちあなたのまち
～福祉委員は地域の身近な相談役です。 困ったことがあれば福祉委員にお尋ねください～

の福祉委員の福祉委員第11期
福祉委員
特集

VOL.1
福祉委員は福祉のまちづくりの推進役です

　高砂市社協では、地域を構成するすべての人々が主役となって、お互いに思いやる心を持ち、支えあいや助けあう
ことができる「一人ひとりが思いやり心ふれあうぬくもりのまち」の実現をめざすことを基本理念に掲げて地域福祉
の推進に取り組んでいます。
　特に、住民の自発性を基盤とした地域での見守り活動やふれあい活動を主に「小地域福祉活動」の実践を継続的に
推進しています。
　高砂市社協では、平成元年より概ね５０世帯に１人の割合で、リーダーとして福祉のまちづくりを進めていただける
人を、自治会長からの推薦を受け、「福祉委員」として委嘱しています。民生委員児童委員をはじめ、自治会や婦人会、
老人クラブの役員等各種団体に属している人、福祉やまちづくりに関心のある人が福祉委員として活動しています。

１.選出方法：自治会長が自治会内の住民より概ね50世帯に1人の割合で選出・推薦し、社協理事長が委嘱
２.任　　期：３年（※第11期福祉委員の任期は、平成31年4月1日～令和4年3月31日）
３.活動内容：①身近な福祉の相談役　　　　　　　②支援が必要な方と関係機関との橋渡し役
　　　　　　③地域で支援が必要な方の見守り役　 ④福祉のまちづくりの世話役　
４.活動範囲：町内（※小地域福祉部会が受け持っている範囲）

【高砂市社協の福祉委員制度】

蓮　池
八 幡　　 正
小 南　富美子
糟 谷　満 子
橋 本　絹 代

水 野　朝 子
大 慈　雅 子
小 川　昌 子
清 谷　輝 美

石 野　知 子
伊 藤　公 二
小 林　はるみ
大 石　洋 子

緑　丘
井 端　正 晴
吉 田　都 子
野 村　陽 子
宮 本　淳 子

山 上　康 子
田 中　伸 子
長 尾　 　明

福 田　博 幸
土 山　郁 夫
小 原　敏 弘

東本町
小 山　幹 雄
原　　 淑 子
福 本　隆 文

吉 田　都代子
小 山　福 恵

福 本　美 鈴
柴 田　好 子

小松原
三 好　 　覚
石 原　恒 美
尾 崎　美知代
石 原　廣 子
佐 伯　ミチ代

香 川　由美子
古 田　幸 子
伏 野　よしゑ
西 村　玲 子
鈴 木　知 子

古 田　みや子
山 口　喜代子
井 上　公 綾
石 原　　 徹

第 　1
(田　　　町) 益 田 洋 二
 益 田 かおる
 鎌 谷 みどり
 鍵 谷 由 紀
 鍵 谷 昌 司
(宮　前　町) 久 宗 通 夫
(魚　　　町) 三 輪 義 和
 藤 田 深 雪
 小 林 勝 子
(大　工　町) 西 山   守
(釣　船　町) 松 本 匡 茂
 中 尾 　 進
 八 田 美津子
(狩　網　町) 黒 川 隆 広

(狩　網　町) 佐 野 良 光
(南　本　町) 柴 田 泰 成
(南 渡 海 町) 𠮷 川 信 夫
 亀 谷 純 弘
 藤 田 紀 子
(横　　　町) 吉 岡 充 代
 迫 川 美 穂
 橋 本 山 治
(今　津　町) 高 瀬 昭 夫
 菅 野 みち代
(猟　師　町) 藤 谷  　剛
 樫 木 良 郎
(材　木　町) 庄 司 　 治
 大 﨑 佐知子

第 　2
(戎　　　町) 福 本 祥 克
 東 保 由 佳
 篠 原 典 子
 宮 下 佐知子
 北　　 和 美
 上 田 好乃美
 石 谷 初 美
 今 津 和 江
 植 野 晴 美

(戎　　　町) 塩 井 紀巳子
 片 山 三 恵
(南 材 木 町 ) 黒 瀬  　貢
(南　浜　町) 新 木 良 晴
(東　宮　町) 新 木 　 茂
 後 藤 誠 司
 沖 中 由里子
 鎌 田 千恵子
(西　宮　町) 木 下 令 子

第 　3
(北　本　町) 長谷川 正 裕
 松 本 晃治郎
 八 田 克 美
 沼 田 成 生
(東　浜　町) 西 村 芳 美
 大 塚 まさみ
 八 木 明 子
(船　頭　町) 大 西 　 誠
 大 西 正 子
 五十嵐 美智子
 大 津 純 子
(清　水　町) 釜 谷 富 彦
 釜 谷 雅 代
(高　瀬　町) 梶 原 暉 也

(高　瀬　町) 藤 原 知 子
(北 渡 海 町) 原　　 敏 郎
(細　工　町) 吉 川 隆 雄
 吉 川 育 枝
 荒 木 眞知子
(鍛 冶 屋 町) 田 中 清 之
 田 中 たつ子
(次 郎 助 町) 天 野 富美男
 藤 本 明 久
 藤 本 智 子
(東 農 人 町) 稲 澤 義 隆
 高 橋 弘 子
 澤 田 吉 子

第 　4
(藍　屋　町) 小 南 紀 芳
 沼 田 哲 一
 三 宅 俊 宏
 藤 村 弘 雄
 川 西 公 子

(藍　屋　町) 玉 野 滋 子
 小 南 ひろ子
 河 村 幹 子
(栄町商店街) 藤 原 　 学
 山 本 明 子

第　5
(木　曽　町) 鹿 野 　 弘
 豊 田 保 恵
 鎌 谷 加知子
 樽 井 和 枝
 寺 西 逸 子
 永 井 良 子
(農　人　町) 平 沙 節 子
 釜 本 美由紀
 山 本 千 尋

(農　人　町) 山 野 二三代
 田 中 久 代
(鍵　　　町) 釜 谷 定 敏
 松 木 　 剛
 長 岡 明 子
 長谷川 　 恵
 釜 谷　道 子
 旭 　 有 紀

第　6
(松 波 団 地) 三 木 　 正
 川 畑 　 守
 堀 池 八惠子
(松　波　町) 佐 藤 　 久
 湯 蓋　久 子
 上 村 かをる
 木 下 理香子

(松　波　町) 中 西 弘 美
 岡 嶋 美 香
 浜 本 雅 子
(市営松波住宅) 加 賀 陵 正
 十 倉 ひとみ
 南 出 　 純

第　7
(西畑２丁目) 柳 澤 成 憲
 前 田 匠 一
 上 田 武 志
 玉 置 俊 恵
 入 江 信 子
 田 中 秋 子
 八 部 寿美子
 三 木 綾 子
 鎌 谷 嘉 男

(西畑１丁目) 百 々 雅 夫
 奥 元 富貴子
 原　 　美 代
 古 川 邦 男
 番 匠 惠美子
 安 福 孝 子
 河 井 吉 子
(カネカ社宅) 高 田 英 智
 清 水 一 弘

第　8
(高砂パインビレッジ) 平 野 隆 之
 山 本 正 幸
(西畑３丁目) 川 由 伸 一
 植 田 一 夫
 細 江 和 典
 新 田 八洲彦
 角　 　清 彦
(西畑4丁目) 室 屋 　 守
 新 谷 直 子

(西畑４丁目) 成 相 典 子
 藤 村 純 子
 佐 藤 千鶴子
 西　 　ちよね
(県営高砂鉄筋団地) 上 田 恒 子
 島 津 貴代子
 松 下 貞 子
 浅 倉 陽 子

第　9
(朝　日　町) 中 谷   豊
 玉 野 俊 行
 新 寶 能 子
 安 永 峯 子
 佐 藤 のぶ子
 出 口 好 美
 神 田 昭 子
 中 西 せい子

(浜　田　町) 田 中 　 暁
 野 村 富 三
 野 村 政 美
 名 田 すみ子
 岡 田 幸 三
 長谷川 洋 子
 倉 本 泰 子
 宮 先 一 勝

御　旅
笹 山　利 之
脇 谷　政 孝
伏 野　真 弓

石 山　博 美
花 光　砂千子

中 村　靖 子
中 岸　僖 子

日之出町
河 野　昭 信
石 原　道 子

久 保　貴 経
立 尾　　 仁

山 崎　昌 志

扇　町
吉 田　正 俊
千 歳　千惠子

嶋 谷　 巽
浜 谷　 滋

上 山　景 広
若宮町
山 中　節 子
鹿 田　寿美子

福 田　智 子
木ノ村　　　一

鹿 田　健 次

小松原団地
梶 原　好 博
高 木　時 枝

指 宿　郁 代
田 中　仁 朗

古 田　 　泉

末広町
青 木　　 博 八 木　民 恵 渋 谷　郁 子

新　浜
井 奥　雅 樹 岩 田　直 子 井 村　在 宏

紙町労金
嶋 田　 　聰 上 坂　正 野 有 井　尚 子

紙　町
北 野　実千代 新 井　秀 美 井 原　茂 美

三菱重工社宅
佐 藤　賢 二 浅 井　英 明

中　町
加 嶋　弘 之
大 谷　千代子

井 上　清 江
籠 谷　幸 子

門 前　保 子

千　鳥
古 川　ちとせ
仲 野　利 子

中 村　光 子
福 井　 　芳

小 川　善 也

南栄町
荒 木　輝 美
水 流　昭 子

藤 川　裕 子
平 津　良 一

【令和元年8月1日現在】

R1（2019）.8.1発行 第324号 R1（2019）.8.1発行 第324号5 4



荒井町福祉推進委員会 委員長 福　本　隆　文　98名（男性34名 女性64名） ※敬称略・順不同

高砂町福祉推進委員会 委員長 益　田　洋　二　164名（男性69名　女性95名）※敬称略・順不同

あなたのまちあなたのまち
～福祉委員は地域の身近な相談役です。 困ったことがあれば福祉委員にお尋ねください～

の福祉委員の福祉委員第11期
福祉委員
特集

VOL.1
福祉委員は福祉のまちづくりの推進役です

　高砂市社協では、地域を構成するすべての人々が主役となって、お互いに思いやる心を持ち、支えあいや助けあう
ことができる「一人ひとりが思いやり心ふれあうぬくもりのまち」の実現をめざすことを基本理念に掲げて地域福祉
の推進に取り組んでいます。
　特に、住民の自発性を基盤とした地域での見守り活動やふれあい活動を主に「小地域福祉活動」の実践を継続的に
推進しています。
　高砂市社協では、平成元年より概ね５０世帯に１人の割合で、リーダーとして福祉のまちづくりを進めていただける
人を、自治会長からの推薦を受け、「福祉委員」として委嘱しています。民生委員児童委員をはじめ、自治会や婦人会、
老人クラブの役員等各種団体に属している人、福祉やまちづくりに関心のある人が福祉委員として活動しています。

１.選出方法：自治会長が自治会内の住民より概ね50世帯に1人の割合で選出・推薦し、社協理事長が委嘱
２.任　　期：３年（※第11期福祉委員の任期は、平成31年4月1日～令和4年3月31日）
３.活動内容：①身近な福祉の相談役　　　　　　　②支援が必要な方と関係機関との橋渡し役
　　　　　　③地域で支援が必要な方の見守り役　 ④福祉のまちづくりの世話役　
４.活動範囲：町内（※小地域福祉部会が受け持っている範囲）

【高砂市社協の福祉委員制度】

蓮　池
八 幡　　 正
小 南　富美子
糟 谷　満 子
橋 本　絹 代

水 野　朝 子
大 慈　雅 子
小 川　昌 子
清 谷　輝 美

石 野　知 子
伊 藤　公 二
小 林　はるみ
大 石　洋 子

緑　丘
井 端　正 晴
吉 田　都 子
野 村　陽 子
宮 本　淳 子

山 上　康 子
田 中　伸 子
長 尾　 　明

福 田　博 幸
土 山　郁 夫
小 原　敏 弘

東本町
小 山　幹 雄
原　　 淑 子
福 本　隆 文

吉 田　都代子
小 山　福 恵

福 本　美 鈴
柴 田　好 子

小松原
三 好　 　覚
石 原　恒 美
尾 崎　美知代
石 原　廣 子
佐 伯　ミチ代

香 川　由美子
古 田　幸 子
伏 野　よしゑ
西 村　玲 子
鈴 木　知 子

古 田　みや子
山 口　喜代子
井 上　公 綾
石 原　　 徹

第 　1
(田　　　町) 益 田 洋 二
 益 田 かおる
 鎌 谷 みどり
 鍵 谷 由 紀
 鍵 谷 昌 司
(宮　前　町) 久 宗 通 夫
(魚　　　町) 三 輪 義 和
 藤 田 深 雪
 小 林 勝 子
(大　工　町) 西 山   守
(釣　船　町) 松 本 匡 茂
 中 尾 　 進
 八 田 美津子
(狩　網　町) 黒 川 隆 広

(狩　網　町) 佐 野 良 光
(南　本　町) 柴 田 泰 成
(南 渡 海 町) 𠮷 川 信 夫
 亀 谷 純 弘
 藤 田 紀 子
(横　　　町) 吉 岡 充 代
 迫 川 美 穂
 橋 本 山 治
(今　津　町) 高 瀬 昭 夫
 菅 野 みち代
(猟　師　町) 藤 谷  　剛
 樫 木 良 郎
(材　木　町) 庄 司 　 治
 大 﨑 佐知子

第 　2
(戎　　　町) 福 本 祥 克
 東 保 由 佳
 篠 原 典 子
 宮 下 佐知子
 北　　 和 美
 上 田 好乃美
 石 谷 初 美
 今 津 和 江
 植 野 晴 美

(戎　　　町) 塩 井 紀巳子
 片 山 三 恵
(南 材 木 町 ) 黒 瀬  　貢
(南　浜　町) 新 木 良 晴
(東　宮　町) 新 木 　 茂
 後 藤 誠 司
 沖 中 由里子
 鎌 田 千恵子
(西　宮　町) 木 下 令 子

第 　3
(北　本　町) 長谷川 正 裕
 松 本 晃治郎
 八 田 克 美
 沼 田 成 生
(東　浜　町) 西 村 芳 美
 大 塚 まさみ
 八 木 明 子
(船　頭　町) 大 西 　 誠
 大 西 正 子
 五十嵐 美智子
 大 津 純 子
(清　水　町) 釜 谷 富 彦
 釜 谷 雅 代
(高　瀬　町) 梶 原 暉 也

(高　瀬　町) 藤 原 知 子
(北 渡 海 町) 原　　 敏 郎
(細　工　町) 吉 川 隆 雄
 吉 川 育 枝
 荒 木 眞知子
(鍛 冶 屋 町) 田 中 清 之
 田 中 たつ子
(次 郎 助 町) 天 野 富美男
 藤 本 明 久
 藤 本 智 子
(東 農 人 町) 稲 澤 義 隆
 高 橋 弘 子
 澤 田 吉 子

第 　4
(藍　屋　町) 小 南 紀 芳
 沼 田 哲 一
 三 宅 俊 宏
 藤 村 弘 雄
 川 西 公 子

(藍　屋　町) 玉 野 滋 子
 小 南 ひろ子
 河 村 幹 子
(栄町商店街) 藤 原 　 学
 山 本 明 子

第　5
(木　曽　町) 鹿 野 　 弘
 豊 田 保 恵
 鎌 谷 加知子
 樽 井 和 枝
 寺 西 逸 子
 永 井 良 子
(農　人　町) 平 沙 節 子
 釜 本 美由紀
 山 本 千 尋

(農　人　町) 山 野 二三代
 田 中 久 代
(鍵　　　町) 釜 谷 定 敏
 松 木 　 剛
 長 岡 明 子
 長谷川 　 恵
 釜 谷　道 子
 旭 　 有 紀

第　6
(松 波 団 地) 三 木 　 正
 川 畑 　 守
 堀 池 八惠子
(松　波　町) 佐 藤 　 久
 湯 蓋　久 子
 上 村 かをる
 木 下 理香子

(松　波　町) 中 西 弘 美
 岡 嶋 美 香
 浜 本 雅 子
(市営松波住宅) 加 賀 陵 正
 十 倉 ひとみ
 南 出 　 純

第　7
(西畑２丁目) 柳 澤 成 憲
 前 田 匠 一
 上 田 武 志
 玉 置 俊 恵
 入 江 信 子
 田 中 秋 子
 八 部 寿美子
 三 木 綾 子
 鎌 谷 嘉 男

(西畑１丁目) 百 々 雅 夫
 奥 元 富貴子
 原　 　美 代
 古 川 邦 男
 番 匠 惠美子
 安 福 孝 子
 河 井 吉 子
(カネカ社宅) 高 田 英 智
 清 水 一 弘

第　8
(高砂パインビレッジ) 平 野 隆 之
 山 本 正 幸
(西畑３丁目) 川 由 伸 一
 植 田 一 夫
 細 江 和 典
 新 田 八洲彦
 角　 　清 彦
(西畑4丁目) 室 屋 　 守
 新 谷 直 子

(西畑４丁目) 成 相 典 子
 藤 村 純 子
 佐 藤 千鶴子
 西　 　ちよね
(県営高砂鉄筋団地) 上 田 恒 子
 島 津 貴代子
 松 下 貞 子
 浅 倉 陽 子

第　9
(朝　日　町) 中 谷   豊
 玉 野 俊 行
 新 寶 能 子
 安 永 峯 子
 佐 藤 のぶ子
 出 口 好 美
 神 田 昭 子
 中 西 せい子

(浜　田　町) 田 中 　 暁
 野 村 富 三
 野 村 政 美
 名 田 すみ子
 岡 田 幸 三
 長谷川 洋 子
 倉 本 泰 子
 宮 先 一 勝

御　旅
笹 山　利 之
脇 谷　政 孝
伏 野　真 弓

石 山　博 美
花 光　砂千子

中 村　靖 子
中 岸　僖 子

日之出町
河 野　昭 信
石 原　道 子

久 保　貴 経
立 尾　　 仁

山 崎　昌 志

扇　町
吉 田　正 俊
千 歳　千惠子

嶋 谷　 巽
浜 谷　 滋

上 山　景 広
若宮町
山 中　節 子
鹿 田　寿美子

福 田　智 子
木ノ村　　　一

鹿 田　健 次

小松原団地
梶 原　好 博
高 木　時 枝

指 宿　郁 代
田 中　仁 朗

古 田　 　泉

末広町
青 木　　 博 八 木　民 恵 渋 谷　郁 子

新　浜
井 奥　雅 樹 岩 田　直 子 井 村　在 宏

紙町労金
嶋 田　 　聰 上 坂　正 野 有 井　尚 子

紙　町
北 野　実千代 新 井　秀 美 井 原　茂 美

三菱重工社宅
佐 藤　賢 二 浅 井　英 明

中　町
加 嶋　弘 之
大 谷　千代子

井 上　清 江
籠 谷　幸 子

門 前　保 子

千　鳥
古 川　ちとせ
仲 野　利 子

中 村　光 子
福 井　 　芳

小 川　善 也

南栄町
荒 木　輝 美
水 流　昭 子

藤 川　裕 子
平 津　良 一

【令和元年8月1日現在】
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中筋校区福祉推進委員会 委員長 岡 田　　章　50名（男性23名 女性27名） ※敬称略・順不同

伊保町福祉推進委員会 委員長 斎　藤　　　保　119名（男性40名 女性79名） ※敬称略・順不同

曽根町福祉推進委員会 委員長 佐　野　敏　晴　124名（男性71名 女性53名） ※敬称略・順不同

あなたのまちあなたのまち
～小地域でのきめ細かい福祉活動で 地域福祉を推進しています～

の福祉委員の福祉委員第11期
福祉委員
特集

VOL.2
小地域福祉活動とは

　高砂市社協では、住民の自発性を基盤とし、日常的・継続的に取り組める地域での見守り活動、ふれあい活動を主に
「小地域福祉活動」の実践を通じ、「福祉のまちづくり」を推進しています。
　「小地域福祉活動」の「小地域」とは、私たちが住んでいる町を基準に、概ね単位自治会としています。
　単位自治会内の住民は、お互いの顔がわかる範囲です。お互いの顔がわかれば、「お互いに見守り」、「お互いに支え
あう（助けあう）」関係を築くことが可能です。
　このような関係が、見守り・支えあい（助けあい）ネットワークであり、このネットワークをつくっていくことが小地域
福祉活動です。

中筋薬師
坂 本　志 郎 白 川　怡 彦 坂 本　秀 子

中筋東
山 下　雅 史
山 下　道 世

柴 田　澄 子
辻 岡　和 代

大 森　茂 樹
大 西　敏 夫
中 村　 　護
大 田　三 郎

時光寺町
福 田　千代子
村 元　鈴 江
寺 田　弘 美

水 野　美 穂
砂 川　　 久
寺 田　正 和

中筋西
砂 川　辰 義
桂　 専次郎
桑 原　保 子

曽 根　眞 正
砂 川　　 昇
砂 川　仁 史

砂 川　洋 子
砂 川　容 子
加賀城　俊 子

中筋一丁目
岡 田　　 章
稲 岡　　 勝
真 利　礼 子

川 本　恵美子
高 岡　久美子

永 恵　洋 子
坂 田　 　弓

伊保東部
德 本　　 聡
中 森　武比古
中 森　　 均
島 津　良 彦

原　 　雅 孝
中 森　みどり
中 森　隆 子
島 津　　 環

原　 　喜代美
斎 藤　　 保
筒 井　一 郎

中　島
平 尾　敏 三
東　　 秀 樹
中 住　幸 子
池 上　ゆかり

出 口　テル子
今 中　町 子
小 西　栄 子

石 盛　明 子
北 野　ケイ子
澤 田　　 収

今　市
池 本　 　縁
藤 田　智 子
笹 倉　良 美
上 田　佳 子

相 坂　敦 子
岡 田　理 恵
長谷川 和　美
井 上　佳 子

澤　 　敦 子
町 田　裕 子
足 立　茂 美
藤 本　恵 子

伊保西部
伊 保　雅 文
玉 野　達 代
山 崎　慎 子
垣 迫　沢 子

加 茂　峯 生
中 村　きよみ
大 西　郁 子
中 村　智津子

奧 濃　由賀吏
新 山　　 望
苅 屋　久美子
大 橋　光 明

梅　井
山 本　尚 亮
長 濱　憲 雄
田 子　しづ子
井 村　久 子
萬 山　佐和子
北 村　悦 子

松 下　潤 子
井 村　千 秋
炭 本　信 子
長 濱　 　泉
塚 本　壽 子
明 山　雅 代

四十物 佳代美
唐 津　賀葉子
瀧　 　幸 子
吉 森　正 代
志 方　和 久

伊保中部
乾　　 秀 樹
森　 　秀 樹
森　 　千 史
高 橋　博 子
小 柳　裕美子

福 徳　綾 子
梅 谷　美智子
岡 部　美 保
乾　 眞利子
岸 本　千 晶

岡 﨑　亜 紀
山 本　あや子
加 茂　万 樹
山 﨑　今日子

伊保南部
田 中　伸 明
中 野　博 一
福 井　　 通
大 橋　秀 隆
位 田　好 男

中 野　榮 久
中 谷　美智江
石 野　久美子
団 野　美貴代
柴 田　博 美

松 村　鈴 美
中 野　まり子
鹿 島　千代子
大 橋　明 正
小 鴨　定 信

竜山住宅
横 山　勝 治
住 田　兼 一

烏 山　房 子
古 家　裕 二

県営伊保団地
谷 口　亜紀子
神名川　正 幸

楢 原　義 則
大 西　澄恵美

橋 本　安 雄

古　沼
竹 下　信 幸
堀 尾　誠 一

山 下　 　勲
稲 岡　智 美

渡 海　紀代子

タクマ
濱 野　和 樹
北 野　和 子

佐々木　文 子
濱 野　貞 子

濱 谷　啓 祐
三ノ島

村 田　悦 子 村 上　きくえ

高　須
入 江　正 夫 入 江　省司郎 山 本　啓 子

サンライズ高砂
森 田　隆 芳

竜山県営住宅
井 上　美恵子 井 上　豊 美

電源開発社宅
是 松　寿 至

東之町
佐 野　敏 晴
養 畑　崇 司
植 田　健 二
中 筋　光 代
北 野　眞 人
荒 木　良 一
福 田　淳 子
安 田　登美子
立 岩　裕 三
西 川　　 勉

堀 出　妃登美
光 田　剛 啓
角 谷　五十美
江 並　鈴 枝
岸 野　和 子

鎌 田　茂 伸
松 下　勝 弘
黒 瀬　裕 大
三 田　大 輔
村 田　　 稔
井 上　和 彦
羽 馬　敏 之
上 谷　千代美
加 古　陽 一
西 村　一 成

南之町
時 吉　一 文
河 本　有 史
水 戸　園 子
簗 田　　 修
田 淵　成 範
大 西　勝 子
水 戸　　 敬
広 畑　征 代
前 浜　菜穂子
三 枝　悦 子
松 藤　光 子

松 野　竹 信
松 藤　充 博
栄 山　登美代
福 谷　民 子
菅 原　真紀子
松 原　栄 子
松 原　よし子
菅 野　濱 次
原　 　和 雄
松 下　智 子
鷹 見　秀 樹

門 野　　 博
長 田　正 博
名 越　さとみ
古 川　芳 雄
江 谷　正 代
中 谷　美智代
小 原　育 恵
佐 野　万 樹
西 川　美弥子
西 川　清 治
大 長　正 史

井 戸　定 女
濱 野　里 美
三 谷　幸 江
池 田　満由美
浦 田　弘 美
濱 洲　郁 子
松 本　一 成
木 築　孝 伸
山 地　隆 文
松 本　照 男
山 本　義 巳

紙 野　美佐子
下 瀬　法 子
宮 田　康 子
濱 本　洋 一

西之町
松 本　健 次
立 岩　雄 俊
大 下　　 清
松 本　興 昌
若 森　　 進
柳 川　紀 夫
堤　 　秀 美
白 川　恵美子
橋 本　早 苗
橋 本　由 香

堀 部　勝 躬
堀 部　和 枝
松 本　直 美
石 谷　節 子

秋 田　秦 輔
柳 川　三代子
若 森　礼 子
八 軒　秀一郎
中 村　恵美子
八 軒　信 子
鳴 瀬　文 代
藤 原　みどり
吉 田　福 子
是 常　末 子

北之町
大 槻　彰 則
松 野　　 登
松 本　佐 介
松 井　　 稔
松 下　浩 明
東 山　光 保
溝 上　達 矢
砂 澤　康 生
甲 斐　　 剛
浅 野　晃 史
嬉 野　忠 博

中 嶋　康 貴
松 本　幸 一
早 川　　 満
入 江　孝 一
松 本　　 博
井 澤　　 勉
本 庄　龍 一
橋 本　利 章
島 田　昭 弘
宮 下　英 子
坂 口　久喜子

松 下　勝 弘
伊 原　良 夫
北 畑　敦 子
松 岡　定 男
紙 谷　 　豊

【令和元年8月1日現在】

時光寺県住
松 田　　 寛
梅 元　豊 子

川 越　逸 己
山 田　佐由美

小 林　克 彦
龍 波　久 代
田 中　敬 司

吉 田　正 男
横 山　紀 子
生 方　周 子

吉 村　法 子
荘 所　俊 二
森 本　 　勲

春日野町

春日野団地
池 田　栄 子
髙 山　けい子

池 上　美代子
中 元　ひろみ
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中筋校区福祉推進委員会 委員長 岡 田　　章　50名（男性23名 女性27名） ※敬称略・順不同

伊保町福祉推進委員会 委員長 斎　藤　　　保　119名（男性40名 女性79名） ※敬称略・順不同

曽根町福祉推進委員会 委員長 佐　野　敏　晴　124名（男性71名 女性53名） ※敬称略・順不同

あなたのまちあなたのまち
～小地域でのきめ細かい福祉活動で 地域福祉を推進しています～

の福祉委員の福祉委員第11期
福祉委員
特集

VOL.2
小地域福祉活動とは

　高砂市社協では、住民の自発性を基盤とし、日常的・継続的に取り組める地域での見守り活動、ふれあい活動を主に
「小地域福祉活動」の実践を通じ、「福祉のまちづくり」を推進しています。
　「小地域福祉活動」の「小地域」とは、私たちが住んでいる町を基準に、概ね単位自治会としています。
　単位自治会内の住民は、お互いの顔がわかる範囲です。お互いの顔がわかれば、「お互いに見守り」、「お互いに支え
あう（助けあう）」関係を築くことが可能です。
　このような関係が、見守り・支えあい（助けあい）ネットワークであり、このネットワークをつくっていくことが小地域
福祉活動です。

中筋薬師
坂 本　志 郎 白 川　怡 彦 坂 本　秀 子

中筋東
山 下　雅 史
山 下　道 世

柴 田　澄 子
辻 岡　和 代

大 森　茂 樹
大 西　敏 夫
中 村　 　護
大 田　三 郎

時光寺町
福 田　千代子
村 元　鈴 江
寺 田　弘 美

水 野　美 穂
砂 川　　 久
寺 田　正 和

中筋西
砂 川　辰 義
桂　 専次郎
桑 原　保 子

曽 根　眞 正
砂 川　　 昇
砂 川　仁 史

砂 川　洋 子
砂 川　容 子
加賀城　俊 子

中筋一丁目
岡 田　　 章
稲 岡　　 勝
真 利　礼 子

川 本　恵美子
高 岡　久美子

永 恵　洋 子
坂 田　 　弓

伊保東部
德 本　　 聡
中 森　武比古
中 森　　 均
島 津　良 彦

原　 　雅 孝
中 森　みどり
中 森　隆 子
島 津　　 環

原　 　喜代美
斎 藤　　 保
筒 井　一 郎

中　島
平 尾　敏 三
東　　 秀 樹
中 住　幸 子
池 上　ゆかり

出 口　テル子
今 中　町 子
小 西　栄 子

石 盛　明 子
北 野　ケイ子
澤 田　　 収

今　市
池 本　 　縁
藤 田　智 子
笹 倉　良 美
上 田　佳 子

相 坂　敦 子
岡 田　理 恵
長谷川 和　美
井 上　佳 子

澤　 　敦 子
町 田　裕 子
足 立　茂 美
藤 本　恵 子

伊保西部
伊 保　雅 文
玉 野　達 代
山 崎　慎 子
垣 迫　沢 子

加 茂　峯 生
中 村　きよみ
大 西　郁 子
中 村　智津子

奧 濃　由賀吏
新 山　　 望
苅 屋　久美子
大 橋　光 明

梅　井
山 本　尚 亮
長 濱　憲 雄
田 子　しづ子
井 村　久 子
萬 山　佐和子
北 村　悦 子

松 下　潤 子
井 村　千 秋
炭 本　信 子
長 濱　 　泉
塚 本　壽 子
明 山　雅 代

四十物 佳代美
唐 津　賀葉子
瀧　 　幸 子
吉 森　正 代
志 方　和 久

伊保中部
乾　　 秀 樹
森　 　秀 樹
森　 　千 史
高 橋　博 子
小 柳　裕美子

福 徳　綾 子
梅 谷　美智子
岡 部　美 保
乾　 眞利子
岸 本　千 晶

岡 﨑　亜 紀
山 本　あや子
加 茂　万 樹
山 﨑　今日子

伊保南部
田 中　伸 明
中 野　博 一
福 井　　 通
大 橋　秀 隆
位 田　好 男

中 野　榮 久
中 谷　美智江
石 野　久美子
団 野　美貴代
柴 田　博 美

松 村　鈴 美
中 野　まり子
鹿 島　千代子
大 橋　明 正
小 鴨　定 信

竜山住宅
横 山　勝 治
住 田　兼 一

烏 山　房 子
古 家　裕 二

県営伊保団地
谷 口　亜紀子
神名川　正 幸

楢 原　義 則
大 西　澄恵美

橋 本　安 雄

古　沼
竹 下　信 幸
堀 尾　誠 一

山 下　 　勲
稲 岡　智 美

渡 海　紀代子

タクマ
濱 野　和 樹
北 野　和 子

佐々木　文 子
濱 野　貞 子

濱 谷　啓 祐
三ノ島

村 田　悦 子 村 上　きくえ

高　須
入 江　正 夫 入 江　省司郎 山 本　啓 子

サンライズ高砂
森 田　隆 芳

竜山県営住宅
井 上　美恵子 井 上　豊 美

電源開発社宅
是 松　寿 至

東之町
佐 野　敏 晴
養 畑　崇 司
植 田　健 二
中 筋　光 代
北 野　眞 人
荒 木　良 一
福 田　淳 子
安 田　登美子
立 岩　裕 三
西 川　　 勉

堀 出　妃登美
光 田　剛 啓
角 谷　五十美
江 並　鈴 枝
岸 野　和 子

鎌 田　茂 伸
松 下　勝 弘
黒 瀬　裕 大
三 田　大 輔
村 田　　 稔
井 上　和 彦
羽 馬　敏 之
上 谷　千代美
加 古　陽 一
西 村　一 成

南之町
時 吉　一 文
河 本　有 史
水 戸　園 子
簗 田　　 修
田 淵　成 範
大 西　勝 子
水 戸　　 敬
広 畑　征 代
前 浜　菜穂子
三 枝　悦 子
松 藤　光 子

松 野　竹 信
松 藤　充 博
栄 山　登美代
福 谷　民 子
菅 原　真紀子
松 原　栄 子
松 原　よし子
菅 野　濱 次
原　 　和 雄
松 下　智 子
鷹 見　秀 樹

門 野　　 博
長 田　正 博
名 越　さとみ
古 川　芳 雄
江 谷　正 代
中 谷　美智代
小 原　育 恵
佐 野　万 樹
西 川　美弥子
西 川　清 治
大 長　正 史

井 戸　定 女
濱 野　里 美
三 谷　幸 江
池 田　満由美
浦 田　弘 美
濱 洲　郁 子
松 本　一 成
木 築　孝 伸
山 地　隆 文
松 本　照 男
山 本　義 巳

紙 野　美佐子
下 瀬　法 子
宮 田　康 子
濱 本　洋 一

西之町
松 本　健 次
立 岩　雄 俊
大 下　　 清
松 本　興 昌
若 森　　 進
柳 川　紀 夫
堤　 　秀 美
白 川　恵美子
橋 本　早 苗
橋 本　由 香

堀 部　勝 躬
堀 部　和 枝
松 本　直 美
石 谷　節 子

秋 田　秦 輔
柳 川　三代子
若 森　礼 子
八 軒　秀一郎
中 村　恵美子
八 軒　信 子
鳴 瀬　文 代
藤 原　みどり
吉 田　福 子
是 常　末 子

北之町
大 槻　彰 則
松 野　　 登
松 本　佐 介
松 井　　 稔
松 下　浩 明
東 山　光 保
溝 上　達 矢
砂 澤　康 生
甲 斐　　 剛
浅 野　晃 史
嬉 野　忠 博

中 嶋　康 貴
松 本　幸 一
早 川　　 満
入 江　孝 一
松 本　　 博
井 澤　　 勉
本 庄　龍 一
橋 本　利 章
島 田　昭 弘
宮 下　英 子
坂 口　久喜子

松 下　勝 弘
伊 原　良 夫
北 畑　敦 子
松 岡　定 男
紙 谷　 　豊

【令和元年8月1日現在】

時光寺県住
松 田　　 寛
梅 元　豊 子

川 越　逸 己
山 田　佐由美

小 林　克 彦
龍 波　久 代
田 中　敬 司

吉 田　正 男
横 山　紀 子
生 方　周 子

吉 村　法 子
荘 所　俊 二
森 本　 　勲

春日野町

春日野団地
池 田　栄 子
髙 山　けい子

池 上　美代子
中 元　ひろみ
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阿弥陀町福祉推進委員会 委員長 野々村　康　吉　106名（男性38名 女性68名） ※敬称略・順不同

北浜町福祉推進委員会 委員長 井　脇　好　大　46名（男性16名 女性30名） ※敬称略・順不同

米田町福祉推進委員会 委員長 前　田　栄　一　214名（男性80名　女性134名）※敬称略・順不同

あなたのまちあなたのまち
～福祉委員は地域で支援を必要として いる人の見守り役、専門機関への橋渡し役です～
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駒 井　美 鈴

川 端　瑞 穂
吉 田　紀美代
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三ツ寺　チ ヨ
福 山　眞紀子

北　池
神 尾　信 作
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藤 井　公 子
近 藤　雅 代
松 本　桂 子

藤 岡　里 美
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米　田
石 堂　　 求
船 木　修 三
西 谷　慎 佑
谷 田　昭 夫
石 堂　成 朗
土 居　宏 文
小 村　泰 教
原　 　真 帆
米 今　 　渡
糟 谷　隆 一
山 口　峰 生
上 山　克 己
井 上　陽二郎
西 村　泰 三
清 水　孝 則
栫　 　良 重
伊 藤　祐 治
小 山　栄 一
構 谷　哲 雄
榎　　 清 美
高 木　保 夫
濱 田　正 博
前 田　修 次
松 本　紀 夫

藤 原　英 己
三 村　和 弘
山　下　ひとみ
野 口　寿 子
三 宅　一 美
伊 東　正 視
津 田　満 代
阿 部　　 巌
川 鍋　彰 男
小 林　香津美
山 中　由 美
今 竹　純 子
百 田　いずみ
岸 本　則 子
神 吉　美 香
砂 川　晴 美
矢 竹　加世子
松 下　　 努
渡 壁　杏 子
奥 澤　美由紀
山 田　厚 子
楠 田　マツミ
石 場　典 子
寺 田　明 美

北　　 神代子
古 野　　 博
河 内　哲 雄
南　 　加 代
中 山　亮 一
石 堂　美紀代
山 名　敏 子
薮　 　美 愛
西 谷　三 鈴
松 尾　八重子
三 輪　悦 子
黒 橋　美 保
岸 本　久 代
小 原　幹 子
山 本　みゆき
和 気　隆 子
中 島　千代子
栗 山　佐多子
朝 家　実 香
髙 瀬　幸 子
神 吉　淳 子
前 田　栄 一
真 利　和 久
長 通　　 薫

島
国 京　茂 憲
澤 村　日出子
垣 内　まき子
西 村　貴 子
藤 本　信 子
玉 田　　 甲
石 見　聖 美
西 村　仁 美
川 端　幸 子
砂 川　謙 子
寺 岡　喜 代
重 野　章 子

北 山　増 美
渡 邊　美 子
行 司　高 博
中 島　信 博
山 﨑　与志子
安 田　知 子
三 里　忠 章
権 藤　京 子
田 中　真 澄
佐 畠　安 子
岩 本　ち さ
初 田　啓 子

西 村　定 子
竹 内　道 代
佐 川　繁 子
蜂 野　知 子
永 山　恵美子
中 尾　順 子
中 井　久美子
島 田　則 子
濱 野　淳 子
近 藤　摂 子
小 嶋　和 子

神　爪
高 田　光 裕
北 野　芳 朗
蒲 田　かよ子
中 村　由岐子
小 橋　聖 征
神 澤　勝 美
原 中　八代美

田 中　章 三
平 野　千 秋
横 藤　秀 子
川 村　淳 子
岡 崎　陽 子
岡 村　清 美

長 尾　 　正
春 増　勝 利
池 野　泰 弘
池 澤　直 彦
市 丸　丈 人
東 森　茲 子

米田団地
清 瀬　京 子
広 岡　理恵子
高 倉　澄 子
永 井　美 晴
川 浪　好 子
山 本　久 代
小 村　亮 子

十 倉　富 子
梅 本　政 子
田 中　佳年子
岩 井　利 廣
竹 野　トモ子
中 井　武 子

花 房　秀 子
小 原　由 衣
藤 原　五 月
梅 本　 　勝
宮 永　文 恵
宝 山　麻喜子 

米田新
香 山　たかね
米 澤　　 勝
町 田　光 秋
石 原　智恵子
石 原　由紀江

谷 本　治 代
岡 本　初 子
石 元　時 代
中 原　一二三
岡 本　勝 弘

石 原　克 己
岡 本　由 昭
神 吉　康 博
横 山　龍 二

東神爪
北 野　洋 一
市 場　邦 晴

市 場　眞 弓
北 野　千賀子

伊 藤　美 明

中島三丁目
河 野　雅 年
酒 井　秀 晴

高 木　美枝子
清 水　公 子

松 下　　 正

西下台
髙 谷　和 幸
小 原　敏 行

林　 　和 子
仁 後　由美子

深 田　登美江
村 上　明 美

金ヶ田町
平 野　敏 幸
木 藤　美知子

河 野　純 子
平 野　オ 満

吉 岡　恵 子

牛田団地
角 田　國 男
本 城　清 美
竹 内　悦 子

中 澤　順 子
橋 本　英 子

角 田　由紀子
橋 本　弘 章

阿弥陀東
植 原　 　剛
高 橋　育 子

北 原　晴 美
植 原　匡 子

魚　橋
神 吉　茂 進
高 谷　俊 英
原 田　隆 子
藤 原　千 秋

増 田　祐 子
藤 井　陽 子
原　 　道 子
塩 谷　佳 代

池 田　志保美
杉 本　茂 子

南　池
鈴 木　利 信
原　 　能 仁
折 田　良 美
原　 　ち よ

原　 　典 子
村 中　信 子
冨士原　厚　子
辰 巳　尚 子

後 藤　絹 代
三 木　真 代

魚橋南
林　　 孝
池 内　廣 惠
原　 喜代子

小 野　義 雄
原　　 ひろみ
原　　 順 子

濱 野　順 子
大 西　貴 子
安 永　京 子

高砂アーバン
西 山　成 寿
永 井　寿 美
田 中　美津子

德 山　美 香
小 野　亜紀子
鈴 木　道 子

遠 藤　ゆきみ
原　 やす子
青 木　 　稔

生　石
野々村　純 二
野々村　正 武

南　 　成 美
伊 藤　晶 子

野々村　康 吉

魚橋北
田 部　 　稔
土 岡　正 洋

赤 堀　敬 二

長　尾
松 本　克 英
中 川　正 文

松 本　弘 子
長谷川　司登美

倉 橋　久美子 古　新
三 好　康 敏
明 石　　 修

生 田　敏 子
石 原　恵美子

丘 田　鈴 子
山 脇　範 子地　徳

東　　 茂
冨士原　恵 子

田 口　善 美
秋 山　美枝子

藤 田　まゆみ

魚橋山ノ端
田 路　すみ子
野々村　眞 吾

岡 田　寿 代 松 村　 　進

北　山
駒 井　陽 一
門 野　淑 代

門 野　廣 子 駒 井　あさ子

北山住宅
西 山　春 男 浦 川　道 昭

阿弥陀南
仲　　 康 宏 藤 原　憲 正 坂 本　清 子

豆　崎
黒 田　博 文 黒 田　栄 子 松 本　博 子

下　台
荘 所　佳 男 荘 所　博 美

中　通
岩 本　　 朗 山 本　栄 子

ローズタウン阿弥陀
長谷川　亜 弓 田 渕　直 樹 北 原　綾 子

中　西
藤 本　忠 正
藤 本　眞由美

伊 藤　壽 子
八 木　正 明

牛谷東
井 脇　好 大
岸 本　重 弘
脇 川　直 一

藤 本　誠 一
沼 田　友 一
岡 田　妙 子

豊 岡　景 子

【令和元年8月1日現在】

北　脇
澤 田　福 文
藤 井　正喜代
岩 見　　 順
石 原　真 吾
水 野　直 幸
松 岡　順 子

岡 田　宜洋江
万 本　佐智代
長 野　明 子
中 西　俊 子
岩 見　智 美
谷 川　由美子

足 立　八重子
髙　場　マリ子
福 田　陽 子
堀 尾　貴美子

塩　市
山 下　泰 男
入 江　正 人
岸 本　晶 三
岸 本　　 正
加 藤　保 子
小 林　貴美子

加 東　久 子
杉 原　八重子
井 村　冨美代
満 尾　淳 子
髙 田　百合子
加 東　　 潔

満 尾　勝 徳
岸 本　千 里
岩 部　正 幸
高 原　美 保

西　浜
青 木　勝 博
柳 田　信 子
茶 木　和 子

西 川　由佳子
藤 井　富美子
冨 田　眞 弓

藤 井　由 美
牛　谷
田 中　　 龍
高 谷　洋 子
谷 本　千 春

谷 本　直 子
赤 松　珠 美
山 口　千代子

林　 由美子
田 中　富 雄
田 中　幸 雄

美保里
藤 田　義 信
細 尾　和 宏
内 海　陽 一
川 平　睿 一
北 本　好 昭

垣 内　房 雄
山 田　祐 子
向 井　逸 子
礒 野　美智子
中 田　ま み

嶋 谷　桂 子
高 倉　加 代
苅 谷　勝 美
川 平　人 才
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山 口　峰 生
上 山　克 己
井 上　陽二郎
西 村　泰 三
清 水　孝 則
栫　 　良 重
伊 藤　祐 治
小 山　栄 一
構 谷　哲 雄
榎　　 清 美
高 木　保 夫
濱 田　正 博
前 田　修 次
松 本　紀 夫

藤 原　英 己
三 村　和 弘
山　下　ひとみ
野 口　寿 子
三 宅　一 美
伊 東　正 視
津 田　満 代
阿 部　　 巌
川 鍋　彰 男
小 林　香津美
山 中　由 美
今 竹　純 子
百 田　いずみ
岸 本　則 子
神 吉　美 香
砂 川　晴 美
矢 竹　加世子
松 下　　 努
渡 壁　杏 子
奥 澤　美由紀
山 田　厚 子
楠 田　マツミ
石 場　典 子
寺 田　明 美

北　　 神代子
古 野　　 博
河 内　哲 雄
南　 　加 代
中 山　亮 一
石 堂　美紀代
山 名　敏 子
薮　 　美 愛
西 谷　三 鈴
松 尾　八重子
三 輪　悦 子
黒 橋　美 保
岸 本　久 代
小 原　幹 子
山 本　みゆき
和 気　隆 子
中 島　千代子
栗 山　佐多子
朝 家　実 香
髙 瀬　幸 子
神 吉　淳 子
前 田　栄 一
真 利　和 久
長 通　　 薫

島
国 京　茂 憲
澤 村　日出子
垣 内　まき子
西 村　貴 子
藤 本　信 子
玉 田　　 甲
石 見　聖 美
西 村　仁 美
川 端　幸 子
砂 川　謙 子
寺 岡　喜 代
重 野　章 子

北 山　増 美
渡 邊　美 子
行 司　高 博
中 島　信 博
山 﨑　与志子
安 田　知 子
三 里　忠 章
権 藤　京 子
田 中　真 澄
佐 畠　安 子
岩 本　ち さ
初 田　啓 子

西 村　定 子
竹 内　道 代
佐 川　繁 子
蜂 野　知 子
永 山　恵美子
中 尾　順 子
中 井　久美子
島 田　則 子
濱 野　淳 子
近 藤　摂 子
小 嶋　和 子

神　爪
高 田　光 裕
北 野　芳 朗
蒲 田　かよ子
中 村　由岐子
小 橋　聖 征
神 澤　勝 美
原 中　八代美

田 中　章 三
平 野　千 秋
横 藤　秀 子
川 村　淳 子
岡 崎　陽 子
岡 村　清 美

長 尾　 　正
春 増　勝 利
池 野　泰 弘
池 澤　直 彦
市 丸　丈 人
東 森　茲 子

米田団地
清 瀬　京 子
広 岡　理恵子
高 倉　澄 子
永 井　美 晴
川 浪　好 子
山 本　久 代
小 村　亮 子

十 倉　富 子
梅 本　政 子
田 中　佳年子
岩 井　利 廣
竹 野　トモ子
中 井　武 子

花 房　秀 子
小 原　由 衣
藤 原　五 月
梅 本　 　勝
宮 永　文 恵
宝 山　麻喜子 

米田新
香 山　たかね
米 澤　　 勝
町 田　光 秋
石 原　智恵子
石 原　由紀江

谷 本　治 代
岡 本　初 子
石 元　時 代
中 原　一二三
岡 本　勝 弘

石 原　克 己
岡 本　由 昭
神 吉　康 博
横 山　龍 二

東神爪
北 野　洋 一
市 場　邦 晴

市 場　眞 弓
北 野　千賀子

伊 藤　美 明

中島三丁目
河 野　雅 年
酒 井　秀 晴

高 木　美枝子
清 水　公 子

松 下　　 正

西下台
髙 谷　和 幸
小 原　敏 行

林　 　和 子
仁 後　由美子

深 田　登美江
村 上　明 美

金ヶ田町
平 野　敏 幸
木 藤　美知子

河 野　純 子
平 野　オ 満

吉 岡　恵 子

牛田団地
角 田　國 男
本 城　清 美
竹 内　悦 子

中 澤　順 子
橋 本　英 子

角 田　由紀子
橋 本　弘 章

阿弥陀東
植 原　 　剛
高 橋　育 子

北 原　晴 美
植 原　匡 子

魚　橋
神 吉　茂 進
高 谷　俊 英
原 田　隆 子
藤 原　千 秋

増 田　祐 子
藤 井　陽 子
原　 　道 子
塩 谷　佳 代

池 田　志保美
杉 本　茂 子

南　池
鈴 木　利 信
原　 　能 仁
折 田　良 美
原　 　ち よ

原　 　典 子
村 中　信 子
冨士原　厚　子
辰 巳　尚 子

後 藤　絹 代
三 木　真 代

魚橋南
林　　 孝
池 内　廣 惠
原　 喜代子

小 野　義 雄
原　　 ひろみ
原　　 順 子

濱 野　順 子
大 西　貴 子
安 永　京 子

高砂アーバン
西 山　成 寿
永 井　寿 美
田 中　美津子

德 山　美 香
小 野　亜紀子
鈴 木　道 子

遠 藤　ゆきみ
原　 やす子
青 木　 　稔

生　石
野々村　純 二
野々村　正 武

南　 　成 美
伊 藤　晶 子

野々村　康 吉

魚橋北
田 部　 　稔
土 岡　正 洋

赤 堀　敬 二

長　尾
松 本　克 英
中 川　正 文

松 本　弘 子
長谷川　司登美

倉 橋　久美子 古　新
三 好　康 敏
明 石　　 修

生 田　敏 子
石 原　恵美子

丘 田　鈴 子
山 脇　範 子地　徳

東　　 茂
冨士原　恵 子

田 口　善 美
秋 山　美枝子

藤 田　まゆみ

魚橋山ノ端
田 路　すみ子
野々村　眞 吾

岡 田　寿 代 松 村　 　進

北　山
駒 井　陽 一
門 野　淑 代

門 野　廣 子 駒 井　あさ子

北山住宅
西 山　春 男 浦 川　道 昭

阿弥陀南
仲　　 康 宏 藤 原　憲 正 坂 本　清 子

豆　崎
黒 田　博 文 黒 田　栄 子 松 本　博 子

下　台
荘 所　佳 男 荘 所　博 美

中　通
岩 本　　 朗 山 本　栄 子

ローズタウン阿弥陀
長谷川　亜 弓 田 渕　直 樹 北 原　綾 子

中　西
藤 本　忠 正
藤 本　眞由美

伊 藤　壽 子
八 木　正 明

牛谷東
井 脇　好 大
岸 本　重 弘
脇 川　直 一

藤 本　誠 一
沼 田　友 一
岡 田　妙 子

豊 岡　景 子

【令和元年8月1日現在】

北　脇
澤 田　福 文
藤 井　正喜代
岩 見　　 順
石 原　真 吾
水 野　直 幸
松 岡　順 子

岡 田　宜洋江
万 本　佐智代
長 野　明 子
中 西　俊 子
岩 見　智 美
谷 川　由美子

足 立　八重子
髙　場　マリ子
福 田　陽 子
堀 尾　貴美子

塩　市
山 下　泰 男
入 江　正 人
岸 本　晶 三
岸 本　　 正
加 藤　保 子
小 林　貴美子

加 東　久 子
杉 原　八重子
井 村　冨美代
満 尾　淳 子
髙 田　百合子
加 東　　 潔

満 尾　勝 徳
岸 本　千 里
岩 部　正 幸
高 原　美 保

西　浜
青 木　勝 博
柳 田　信 子
茶 木　和 子

西 川　由佳子
藤 井　富美子
冨 田　眞 弓

藤 井　由 美
牛　谷
田 中　　 龍
高 谷　洋 子
谷 本　千 春

谷 本　直 子
赤 松　珠 美
山 口　千代子

林　 由美子
田 中　富 雄
田 中　幸 雄

美保里
藤 田　義 信
細 尾　和 宏
内 海　陽 一
川 平　睿 一
北 本　好 昭

垣 内　房 雄
山 田　祐 子
向 井　逸 子
礒 野　美智子
中 田　ま み

嶋 谷　桂 子
高 倉　加 代
苅 谷　勝 美
川 平　人 才
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申込み
問合せ

高砂市ファミリーサポートセンター
TEL 442-0555　FAX 443-0505

　市内在住のおおむね60歳以上で、介護保険サービスを利用していない人を対象に、介護
予防を目的とした仲間づくりや交流、健康増進等の行事を下記のとおり行っています。
※参加の際には、利用登録と『地域ささえあい講座』の受講が必要です。

8月定例行事わくわくフェスタ

終活セミナー終活セミナー

28日（水） スーパードライブ㊌

●午前（10：00～）

●午後（13：30～）

わきあいあいサロン

囲碁・将棋 ●午後（13：00～）

●  2日（金）　●  7日（水） 
●15日（木）　●27日（火）

役に立つ終活知識を身につけませんか？

生きがいセミナー

●日　時：８月９日(金)
　　　　　１０：００～１１：３０
●場　所：交流スペース８・９
●定　員：３０名
●参加費：100円
●申込締切：８月２日（金）１６：00
　※応募多数の場合は抽選となります。

  6日（火） いきいき体操
  7日（水） 絵手紙
  8日（木） スーパードライブ㊍
 （9：30～）
14日（水） 折り紙㊌
15日（木） 折り紙㊍
19日（月） うたの会A（10：00～）
 うたの会B（12：00～）
23日（金） 朗読の会
27日（火） ゆうゆう体操

生きがい対応型デイサービスセンター
山陽電鉄『高砂駅』より西へ徒歩10分/『荒井駅』より東へ徒歩15分山陽電鉄『高砂駅』より西へ徒歩10分/『荒井駅』より東へ徒歩15分☎444-3030☎444-3030☎444-3030申込み・問合せ先

　ファミリーサポートセンターでは、「子育ての援助を受けたい人」と「援助を行いたい人」が「依頼・提供・
両方会員」となり、お互いに助け合いながら地域の中で子育ての相互援助活動を行っています。
　みなさまもファミリーサポートセンターの会員になりませんか？ 

　ファミリーサポートセンターでは、「子育ての援助を受けたい人」と「援助を行いたい人」が「依頼・提供・
両方会員」となり、お互いに助け合いながら地域の中で子育ての相互援助活動を行っています。
　みなさまもファミリーサポートセンターの会員になりませんか？ 

提供・両方会員養成講座提供・両方会員養成講座

〈場 所〉 高砂市ユーアイ福祉交流センター1階 交流スペース1
〈対 象〉 高砂市内にお住まいで子育て経験のある人、
　　　  子育て支援に関心のある人
〈定 員〉 20名 〈託 児〉 定員5名 (対象：1歳6ヵ月以上の子ども 要予約)
〈締 切〉 9月17日(火)

時　間日　程 内　　容
  9：30～10：30
10：35～11：35
  9：30～11：30
  9：30～10：30
10：35～11：35
  9：30～10：30
10：35～11：35

9月19日(木)

9月27日(金)

9月30日(月)

9月20日(金)

ファミリーサポートセンターとは
子どもの生活
子どもの緊急時の対策と応急処置
子どもの心と身体の発達
子どもの安全と病気
子どもの遊び
提供会員として活動するために

  

子どもが好きな方、子育て経験のある方、提供・両方会員に
なって子育てを応援していただけませんか？
子どもが好きな方、子育て経験のある方、提供・両方会員に
なって子育てを応援していただけませんか？

～にこにこポイント対象事業（20ポイント）～～にこにこポイント対象事業（20ポイント）～

介護予防に役立つ体操やゲームを
各公民館で行っています。
8月～9月は、わきあいあいサロンの
開催はありません。
10月以降の開催をお楽しみに！

「ひとりではできないことができる」
「たくさんの人と交流できて楽しい」
「認知症予防に役立てたい」

参加者の声…参加者の声…

公民館での様子♪公民館での様子♪

中央公民館中央公民館 中筋公民館中筋公民館

〈日時及び内容〉

善意銀行預託状況善意銀行預託状況
～あたたかい善意をありがとうございました。高砂市の福祉活動に役立てます～

ー物品の部ー ー物品の部（外国コイン・古切手・使用済カード等）ー
㈱柴田最正堂…野路菊の里20個入り10箱
匿名…お盆１枚、バスタオル1枚
匿名…下着3枚、靴下1足、レッグウォーマー1足
匿名…ハンドタオル108枚

高砂市手をつなぐ育成会、㈱優和、三菱製紙労働組合 高砂支部、
高砂市職員組合、㈱池田、高砂商工会議所、匿名

※善意銀行への寄附金は税額控除が適用されます。

▲高砂市吹奏楽団

ー金銭の部ー 
地区名 氏　　名 金額（円） 備　　考

高砂

伊保
中筋

102,833高砂市吹奏楽団

25,150
2,000

1,140
9,600

高砂市立高砂小学校

ニッセイマンション管理事務所
阿弥陀 5,000匿名

第36回定期演奏会兼
チャリティーコンサート（5月19日）募金
善意の募金

玉野俊行

高砂16．4．2
荒井 55,723藤浪歌謡教室

北浜 15,757 善意の日
車いす貸出のお礼として

北脇４-１班

R1.6.1～6.30 ※敬称略

第三弾！ 川柳大募集!!第三弾！ 川柳大募集!!

下記の用紙に記入し、はがきに貼って
送付してください。優秀作品は本紙
に掲載予定です。

［応募先］
社会福祉法人高砂市社会福祉協議会
〒676-0023
高砂市高砂町松波町440-35
高砂市ユーアイ福祉交流センター内
☎４４３‒３７２０(代表)
e-mail：info@takasago-syakyo.or.jp

応募方法

川　柳

住　所

社協だよりや
社協に対する
ご意見ご感想を
お聞かせください

氏　名

年　齢

ペンネーム

キリトリ

TEL

今回のお題

9月20日（金）必着締切日

今年度最後の募集です今年度最後の募集です
男性介護者のつどい男性介護者のつどい

～男性介護者のつどい・嚥下機能について～

参加者募集参加者募集

88月 2222日（木）  13：30～15：00日　時

場　所 地域密着型特別養護老人ホ－ム
常寿園3階 高砂市北浜町牛谷718-53

前回の様子
相談もできます
前回の様子
相談もできます

●男性で介護をしている方
●介護に困っている方
●興味のある方等

講演及び交流会
講　師
内　容

無料
※にこにこポイント対象（20ポイント）

参加費

対　象

高砂市民病院 言語聴覚士 杉下 周平氏

申し込み・問い合わせ
高砂市地域包括支援センター

☎079-443-3723

定員が超過している行事が多く
なっています。参加の可否など
詳細はお問い合わせ下さい。

▲中野参事

バルーン楽しかったよ。

みんなで
3Ｂ体操したよ。

がんばれ！
リレーみんなで応援！

ファミサポミニミニ運動会（❶交流会）では75名の親子が
3B体操やゲームを楽しみました。
ファミサポミニミニ運動会（❶交流会）では75名の親子が
3B体操やゲームを楽しみました。
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申込み
問合せ

高砂市ファミリーサポートセンター
TEL 442-0555　FAX 443-0505

　市内在住のおおむね60歳以上で、介護保険サービスを利用していない人を対象に、介護
予防を目的とした仲間づくりや交流、健康増進等の行事を下記のとおり行っています。
※参加の際には、利用登録と『地域ささえあい講座』の受講が必要です。

8月定例行事わくわくフェスタ

終活セミナー終活セミナー

28日（水） スーパードライブ㊌

●午前（10：00～）

●午後（13：30～）

わきあいあいサロン

囲碁・将棋 ●午後（13：00～）

●  2日（金）　●  7日（水） 
●15日（木）　●27日（火）

役に立つ終活知識を身につけませんか？

生きがいセミナー

●日　時：８月９日(金)
　　　　　１０：００～１１：３０
●場　所：交流スペース８・９
●定　員：３０名
●参加費：100円
●申込締切：８月２日（金）１６：00
　※応募多数の場合は抽選となります。

  6日（火） いきいき体操
  7日（水） 絵手紙
  8日（木） スーパードライブ㊍
 （9：30～）
14日（水） 折り紙㊌
15日（木） 折り紙㊍
19日（月） うたの会A（10：00～）
 うたの会B（12：00～）
23日（金） 朗読の会
27日（火） ゆうゆう体操

生きがい対応型デイサービスセンター
山陽電鉄『高砂駅』より西へ徒歩10分/『荒井駅』より東へ徒歩15分山陽電鉄『高砂駅』より西へ徒歩10分/『荒井駅』より東へ徒歩15分☎444-3030☎444-3030☎444-3030申込み・問合せ先

　ファミリーサポートセンターでは、「子育ての援助を受けたい人」と「援助を行いたい人」が「依頼・提供・
両方会員」となり、お互いに助け合いながら地域の中で子育ての相互援助活動を行っています。
　みなさまもファミリーサポートセンターの会員になりませんか？ 

　ファミリーサポートセンターでは、「子育ての援助を受けたい人」と「援助を行いたい人」が「依頼・提供・
両方会員」となり、お互いに助け合いながら地域の中で子育ての相互援助活動を行っています。
　みなさまもファミリーサポートセンターの会員になりませんか？ 

提供・両方会員養成講座提供・両方会員養成講座

〈場 所〉 高砂市ユーアイ福祉交流センター1階 交流スペース1
〈対 象〉 高砂市内にお住まいで子育て経験のある人、
　　　  子育て支援に関心のある人
〈定 員〉 20名 〈託 児〉 定員5名 (対象：1歳6ヵ月以上の子ども 要予約)
〈締 切〉 9月17日(火)

時　間日　程 内　　容
  9：30～10：30
10：35～11：35
  9：30～11：30
  9：30～10：30
10：35～11：35
  9：30～10：30
10：35～11：35

9月19日(木)

9月27日(金)

9月30日(月)

9月20日(金)

ファミリーサポートセンターとは
子どもの生活
子どもの緊急時の対策と応急処置
子どもの心と身体の発達
子どもの安全と病気
子どもの遊び
提供会員として活動するために

  

子どもが好きな方、子育て経験のある方、提供・両方会員に
なって子育てを応援していただけませんか？
子どもが好きな方、子育て経験のある方、提供・両方会員に
なって子育てを応援していただけませんか？

～にこにこポイント対象事業（20ポイント）～～にこにこポイント対象事業（20ポイント）～

介護予防に役立つ体操やゲームを
各公民館で行っています。
8月～9月は、わきあいあいサロンの
開催はありません。
10月以降の開催をお楽しみに！

「ひとりではできないことができる」
「たくさんの人と交流できて楽しい」
「認知症予防に役立てたい」

参加者の声…参加者の声…

公民館での様子♪公民館での様子♪

中央公民館中央公民館 中筋公民館中筋公民館

〈日時及び内容〉

善意銀行預託状況善意銀行預託状況
～あたたかい善意をありがとうございました。高砂市の福祉活動に役立てます～

ー物品の部ー ー物品の部（外国コイン・古切手・使用済カード等）ー
㈱柴田最正堂…野路菊の里20個入り10箱
匿名…お盆１枚、バスタオル1枚
匿名…下着3枚、靴下1足、レッグウォーマー1足
匿名…ハンドタオル108枚

高砂市手をつなぐ育成会、㈱優和、三菱製紙労働組合 高砂支部、
高砂市職員組合、㈱池田、高砂商工会議所、匿名

※善意銀行への寄附金は税額控除が適用されます。

▲高砂市吹奏楽団

ー金銭の部ー 
地区名 氏　　名 金額（円） 備　　考

高砂

伊保
中筋

102,833高砂市吹奏楽団

25,150
2,000

1,140
9,600

高砂市立高砂小学校

ニッセイマンション管理事務所
阿弥陀 5,000匿名

第36回定期演奏会兼
チャリティーコンサート（5月19日）募金
善意の募金

玉野俊行

高砂16．4．2
荒井 55,723藤浪歌謡教室

北浜 15,757 善意の日
車いす貸出のお礼として

北脇４-１班

R1.6.1～6.30 ※敬称略

第三弾！ 川柳大募集!!第三弾！ 川柳大募集!!

下記の用紙に記入し、はがきに貼って
送付してください。優秀作品は本紙
に掲載予定です。

［応募先］
社会福祉法人高砂市社会福祉協議会
〒676-0023
高砂市高砂町松波町440-35
高砂市ユーアイ福祉交流センター内
☎４４３‒３７２０(代表)
e-mail：info@takasago-syakyo.or.jp

応募方法

川　柳

住　所

社協だよりや
社協に対する
ご意見ご感想を
お聞かせください

氏　名

年　齢

ペンネーム

キリトリ

TEL

今回のお題

9月20日（金）必着締切日

今年度最後の募集です今年度最後の募集です
男性介護者のつどい男性介護者のつどい

～男性介護者のつどい・嚥下機能について～

参加者募集参加者募集

88月 2222日（木）  13：30～15：00日　時

場　所 地域密着型特別養護老人ホ－ム
常寿園3階 高砂市北浜町牛谷718-53

前回の様子
相談もできます
前回の様子
相談もできます

●男性で介護をしている方
●介護に困っている方
●興味のある方等

講演及び交流会
講　師
内　容

無料
※にこにこポイント対象（20ポイント）

参加費

対　象

高砂市民病院 言語聴覚士 杉下 周平氏

申し込み・問い合わせ
高砂市地域包括支援センター

☎079-443-3723

定員が超過している行事が多く
なっています。参加の可否など
詳細はお問い合わせ下さい。

▲中野参事

バルーン楽しかったよ。

みんなで
3Ｂ体操したよ。

がんばれ！
リレーみんなで応援！

ファミサポミニミニ運動会（❶交流会）では75名の親子が
3B体操やゲームを楽しみました。
ファミサポミニミニ運動会（❶交流会）では75名の親子が
3B体操やゲームを楽しみました。
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～一人ひとりが思いやり 心ふれあうぬくもりのまち～
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カフェの名称 活動日程問い合わせ先 開催日

Café de 
のじぎく

特別養護老人ホーム のじぎくの里
Tel 079-247-9200

8月  7日（水）
9月  4日（水）

月1回 第1水曜日
13：00～15：00

かしま～ず
カフェ

鹿島の郷
Tel 079-446-4166

8月18日（日）
※お盆の為
9月  8日（日）

月１回 第2日曜日
10：00～12：00

めぐみカフェ
特別養護老人ホーム めぐみ苑
Tel 079-449-0111

8月21日（水）
9月18日（水）

月１回 第3水曜日
10：00～12：00

心まちカフェ
小規模多機能ホーム 心まち
Tel 079-431-0361

8月23日（金）
9月27日（金）

月１回 第4金曜日
13：30～15：30

編集･発行 社会福祉法人 高砂市社会福祉協議会：毎月１日発行
〒676－0023 高砂市高砂町松波町440－35　高砂市ユーアイ福祉交流センター（ユーアイ帆っとセンター）内
電話 （代表）　FAX ホームページ http://www.takasago-syakyo.or.jp/

認証認知症カフェ認証認知症カフェ

耳より耳より
ホットラインホットライン

P2…「緑綬褒章」受章おめでとうございます！　P4～9…あなたのまちの福祉委員   P11…第三弾！ 川柳大募集！！

認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉などの専門家など、
認知症状のある方だけでなく、誰でも、気軽に集える場所です。
介護ストレスの軽減の場だけではなく、新たな出会い、
地域とのつながりの場です。気楽な気持ちで、一度訪れてみてください！！

認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉などの専門家など、
認知症状のある方だけでなく、誰でも、気軽に集える場所です。
介護ストレスの軽減の場だけではなく、新たな出会い、
地域とのつながりの場です。気楽な気持ちで、一度訪れてみてください！！

日　時：8月20日（火）13：30～15：00
場　所：高砂市文化保健センター 1階 健康教育室
内　容：口腔ケアについての研修会
講　師：歯科衛生士 竹内 雅子 氏

認知症の人を
ささえる家族の会
認知症の人を
ささえる家族の会「いるかの会」「いるかの会」

～お気軽にご参加ください～

申込み・問合せ先
高砂市社会福祉協議会 ☎４４4‒３020

若年性認知症と
ともに歩む
若年性認知症と
ともに歩む 「子いるかの会」「子いるかの会」

高砂市支え合う
介護者の会
高砂市支え合う
介護者の会 「すずらんの会」「すずらんの会」

この機関誌は共同募金配分金により発行していますこの機関誌は共同募金配分金により発行しています

同じ立場の
家族同士で
話ができる。

コーヒーを
飲みながら、
気軽に専門職に
相談ができる。

認証認知症カフェ 市民の声

☆カフェのボランティアも募集中です☆　問合せ先 高砂市地域包括支援センター　TEL443-3723

認知症の夫と
一緒に行ける場所が

あるという
安心感がある。

毎月
カフェの日を
楽しみに
待っている。

相談のみも
可能！

相談のみも
可能！～「もの忘れ」気になりませんか?～～「もの忘れ」気になりませんか?～

あたまの健康チェックあたまの健康チェック

申込み・問合せ先
高砂市地域包括支援センター　 ☎４４３‒３７２３

もの忘れが気になる方、
ご家族の認知症の相談もお受けします。
お気軽にお越しください。
日　時：9月17日（火）
　　　　①10時②11時③13時④14時⑤15時
　　　  （８月の実施はありません）
場　所：高砂市ユーアイ福祉交流センター1階 相談室1
人　数：各時間１名
費　用：無　料
対　象：高砂市内在住の65歳以上の方
実施方法：対話形式で、簡単な質問に答えていただ
 　きます。（30分～1時間程度）
申込方法：電話又は来所にて予約が必要です。

にこにこ
ポイント
対象事業

日　時：9月5日(木)、12日(木) 10：00～12：00
場　所：ユーアイ福祉交流センター2階 登録団体連絡室
人　数：各10人

申込み・問合せ先
ボランティア活動センター　

☎ 442-4047 FAX

申込み・問合せ先
ボランティア活動センター　 ☎ 442-4047

443-0505

ボランティアグループの活動に1日参加して、
その面白さ、楽しさを体験してみませんか。

要支援の高齢者の外出を支援するため、社協の車を利用して自宅から目的地まで送迎する
「移送サービス」事業の運転ボランティアを募集します。

にこにこ
ポイント
対象事業

① 布えほん なかよし
布のおもちゃづくりの活動をします

①満75歳以下で、運転歴が概ね10年以上あり、
　過去3年間で運転免許停止処分を受けていない方
②支え合い活動である高齢者の外出支援に関心のある方

【運転ボランティアの要件】
利用者の自宅から目的地まで、社協の車を
運転し送迎する活動（※介助はありません）

【活動内容】

① 8：30～12：30 ② 12：30～17：00【活動時間帯】

日　時：9月17日(火) 9：00～10：30
場　所：すみれ公園（高砂郵便局の裏）
持ち物：手袋、三角ホー、移植ゴテなど

② NPO法人花と緑のまちづくり高砂
公園の植栽活動をします

運転ボランティア募集（月1回からの活動でも可）運転ボランティア募集（月1回からの活動でも可）

高砂市認証認知症カフェとは？高砂市認証認知症カフェとは？
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